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2 Fa-10　　　　自発走行運動が幼若ラット骨代謝に及ぼす効果
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（＊名古屋女大、＊＊名大・環境医学研究所）

【目的】同量の跳躍運動をラットに負荷した結果、雌では骨の増強効果が認められたが、

雄ではなかった。今回は自由に走行運動を行わせ､骨代謝に及ぼす効果を雌雄で検討した。

【方法】５週齢のFisher 344 雌雄ラットを、それぞれコントロール群（以下Ｃ群、９匹､）

と自由運動群（Ｅ群、8匹）の２群に分けた。E 群には回転ゲージで自発的走行運動を週６

日、８週間行わせた。週１回代謝ゲージにいれ、24 時間尿を採取した。水、餌は自由摂取

としたr,      8週間後、エーテル麻酔下で血液を採取し、臓器・骨を摘出した。血清オステオ

カルシン（ＯＣ）、尿中デオキシピリジノ｡リン（Dpd）はエンザイムノアノセイで、測定した。

【結果】1) 走行距離・最終体重・飼料摂取量：走行距離は雄に比べて雌で有意に長かっ

た。雌では、Ｃ群に比較してＥ群では飼料摂取量合計は多く、最終体重は両群に差がなか

った。雄においては、E 群では餌摂取量合計は低くなる傾向があり、最終体重は小さかっ

た。2 ）骨形態：雌雄とも、脛骨骨径はＣ群と比較してＥ群で太く、脛骨骨長ならびに大

腿骨骨径・骨長はＣ群とＥ群で差はなかった。脛骨脱脂乾燥重量・灰化重量・C  a 量は雌

のＥ群で重かった、雄では両群で差はなかった。大腿骨重量は雌雄とも両群で差はなかっ

た。３）骨代謝：最終日の尿中D  p d は雌雄ともＥ群で低い傾向にあった。血中ＯＣは雌

Ｅ群で高くなる傾向にあり、雄では両群で差がなかった。

【結語】自発走行運動により幼若ラットの骨形成が促進され、雄に比べて雌にその傾向が

強かった。
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女性では閉経を契機に骨粗傑症が進行す
あると認められている。そこで卵巣摘 除i

(OC)、I 型ｺﾗｰ-ｹﾞﾝ、ｱﾙｶﾘﾌｫｽﾌｱﾀｰ ｾﾞ, (ALP)、酒石酸抵抗性1
時的 に検討し た。【方法】5 週齢ﾗｯﾄ60 匹を全 て卵巣摘

dipropionate  (E2) を７日毎 に投与し 、8 週齢 まで飼
替 わりに生理 的食 塩水 を投与し 卵巣 摘除群(Oｖｘ)とし

ｴストロゲンの補充療 法が有 効で

垂 を実 施し、ｵｽﾃｵｶﾙｼﾝ

ぶｱﾀｰｾ(TRAP) のmRNAを経
l、30 匹はestradiol

した。残る30匹にはE2の
替わりに生理的食塩水を投与し卵巣摘除群(Ovx) とし、E2 を投与した群をE2群と
した。さらに両群をそれぞれ非懸垂群及び懸垂群に分け、最長７日間の尾部懸垂
を負荷した。懸垂1、3、5、7 日目にﾗｯﾄ を屠殺して、後肢骨の重量測定後、ﾎﾓ ｹﾞナ
ｲ ｽﾞ し、RNAを抽出した。そのRNA10μg を電気泳動し、oc、1 型コラーゲン、ALP 、TRAPのmRNA
をﾉ~ｻﾞﾝﾌﾟﾛｯﾄ 法によりを定量した。また尿中ｺﾙﾁｺｽﾃﾛﾝ （B）及びﾃ’ｵｷｼﾋﾟﾘｼﾉ)ﾝ （D-Pyr)
排泄量 を測 定した６ 【結果】OｖｘにE2 を投与するとD-Pyr の排泄は抑制さ れた。
Ovx とE2 投 与群ではB の排泄に大 きな差があり、E2 投与 により1 日排泄量は増大し
た。尾部懸垂によりOvx ではB 排泄の増加が認めら れたが、E2 投与ではこの増加 は軽

度となった。oc laRNAはOvx群に比しE2群で有意に発現が低下し、両群とも懸垂開始１日
目に増加傾向を示すものの懸垂終了時には有意に低値となった。 TRAPはOｖｘ群では有意な
変化を示さなかったが、E2群では懸垂により低値となった。 工型コラザ ン、ALP mENAは、懸
垂によりOvx、E2群共に有意な変化は示さなかった。【結論】Ovx にE2 を投与する と

D-Pyr の排泄が抑制さ れ、TRAP mRNAの発現も低値となった。従って、ｴｽﾄﾛ ｹﾞﾝ は骨吸
収の抑制 を介して尾 部懸垂 によるﾗｯﾄ 後肢骨の萎縮 を抑 制す るこ とが示唆 された。
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